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なっている系統樹的な思考を理解する上で,側 に置いておき たい図書の一つである。 (白 井 滋)
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新知見紹介

トウゴロウイワシ科ヤクシマイワシ属Иttθ rJ“θ″θr″ s

滋
`″“

θs″sと Иttθ r′

“
θ″θ″SPれりおの標準和名

Standard Japanese names oftwo atherinid ishes,

Иttθ rli4θ″θr“ s ttc″

“
θS″S and Иttι rJ“θ″θr″ s′滋g″お

И″FrJκθ
“
θrzs ルc"κθs"s(Forster)と Иttθ rブ

“
θ
“
οrγs

′Jκg傷お(Lacepё de)は ,と もに本邦を含むインド洋一太平

洋のほぼ全域に分布する.両種はよく類似し,従来から

しば しば混同され,近年では同一種 とされてきた

(Ivantsor and crowleL 2000な ど).筆者らは現在知られ

ている両種の全分布域から得られた多くの標本に基づ

き,こ れらがそれぞれ別の有効種であることを明らかに

した (Kimura ct al。 ,2007).こ の論文では,И ttθ rブκθ
“
θrzs

ルε
“
κθs“sに は瀬能 (2000)と 同様「ヤクシマイワシ」の

標準和名を与え,一方И′力θrJ″θ″θrクsノ4g"お には「ホソ

オビヤクシマイワシ」を新たに提唱した.しかし,その

根拠については説明されていなかった.本報告では,両

種の標準和名について,その根拠を説明する.本報告に

対して,コ メントを頂戴した鹿児島大学総合研究博物館

の本村浩之博士および匿名の査読者に対し,厚 く御礼

申し上げる。

「ヤクシマイワシ」は, タイプ産地が屋久島である

Иttθ r′4α

“
θrrお J Jordan and Starksに 対し命名された「ヤ

クイソイワシ」(Jordan,Tanaka and SnydeL 1913)が元に

なり,その後,岡 田・松原 (1938)に よつて, この種に

対して新称とされたものである.Kimura ct al。 (2007)は

両名義種のタイプ標本に基づいて,И′乃grJκα
“
θrrおプは

Иttθ rjκθ
“
θttS′αε

"“
οsZSの 新参シノエムであると結論づ

けた.し たがつてИ′乃θrj″ο
“
οrasルεαηθs"sの標準和名に

は,その新参シノニムであるИ″乃θrJκα
“
θrrおノに対して提

唱されたヤクシマイワシ用いるのが妥当であると判断さ

れた.

松原 (1955)は 日本産ヤクシマイワシ属魚類として
,

ヤクシマイワシP″κθs雰
“
θrrお Jと ナンヨウトウゴロウ

P″κω夕s Jκszル r"“ の2種 を認めた.しかし現在までの筆

者 らの調査では,И ttθ rj4θ

“
θr夕sJ“sタルr"“ (JOrdan and

Evermann)は 日本近海から採集されていない.ま た松原

(1955)の 検索表を使うと,И ttι rノκο
“
θrzs′ Jη gγJSや ネッ

タイイソイワシИttθrJttο

“
θrγs滅″グθcJ“α′お(Valenciennes)

のほか,И ttθ rJηθ
“
θrγsルcγκθs夕sの一部も「ナンヨウト

ウゴロウ」に同定される.

「ナンヨウトウゴロウ」は,澁澤 (1942)に よると,田

' 中(1927)に よって命名されたとされている。田中 (1927)

は,台湾産の1標本をИ′乃θrjκα Jκ sπルr傷

“
と同定し,再記

載した.こ の再記載はИ′乃θrJκθ
“
θrzs′ブκgaお やネッタイ

イソイワシと比較的よく一致した.ま た本標本の図では
,

日は小さく,上顎の後端は眼の前縁に達する程度であ

り,こ の特徴はネッタイイソイワシと類似している.し

かし,本標本の第 1背鰭は7棘 とされ,И′乃θrttθ
“
θrzs

′Jκgzお の4-6本 (60個体 ;Kimura ct al.,2007)や ネッ

タイイソイワシの5-6本 (68個体 ;Kimura ct al。 ,2001)

との相違もみられる.

このように,田中 (1927)の「ナンヨウトウゴロウ」は

完全には一致しないもののネッタイイソイワシである可

能性があること,松原 (1955)の 「ナンヨウトウゴロウ」

は複数種が該当し,種を明確に特定できないことなどか

ら, Иttθ rブκθ
“
οrttsノ疑μおに 「ナンヨウトウIゴロウ」を

用いることは,明 らかに不適当である.ま た,こ れ以外

にもこの種に与えられたと特定できる和名はないと判断

されたため,Kimura ct al。 (2007)はИ′乃θrJκθ
“
οrzs′ J“gzお

に対し「ホソオビヤクシマイワシ」という新標準和名を

与えた.
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カジカ科オキカジカ属 (Cottidae:/r″ JliιJJys)

2種の標準和名

Standard Japanese names for two cottid flshes,

Иr″α′ιJJys

lnagawa and Yabc(2006)は 北海道の枝幸沖オホーツク

海から採集されたИr′″Jθtts ηθЮs夕S S01dat叫 1921を 日

本初記録種 として報告 した.しかし,和名の提唱がなさ

れなかったので,本種の標準和名として「マダラオキカ

ジカ」 (新称)を提唱する.

本種はSchmidt(1927)に よりИ.“ Jαθα
“
′乃
"s Gilbert and

Burke,1912の新参シノニムとされたが,Neyelov(1979)

は有効種 として認め,Inagawa and Yabe(2006)も 同様の

見解を示 した.岡 田・松原 (1938)は Schmidt(1927)を 引

用 してオキカジカ属の検索表を示 し,そ の中でИ.“ jα_

θα
“
′乃
"sに

対 して「ヨメカジカ」の和名を与えた.こ のた

め,「 ヨメカジカ」は新参シノエムとされた本種を含む

И.″αεα″力
"sに

与えられたことになる.こ の学名と和名

の関係は,松原 (1955)お よび上野 (1971)に 踏襲された.

しかし,И。
“

Jαεακルタsは 日本には生息せず,И.ηθЮsγs

もInagawa and Yabe(2006)に より日本初記録種 として報

告されたため,「 ヨメカジカ」は両種いずれかの日本産

の標本に対 して命名されたものではない.以上を踏まえ,

学名 0和 名間の関係の混乱を防ぐために,「 ヨメカジカ」

をИ。滅αθα″乃
"sの

和名として残 し,И.″θЮs"sに対 して

「マダラオキカジカ」を提唱した.
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日本から採集されたハゼ科アワイロコバンハゼ (新称 )

Voucher specilnen of a goby9 Gθ わJθαθ
“
′
“
θl桂

“
S

Winterbottonl and Harold,2005,fronl Japan

Winterbottom and Harold(2005)は ,イ ンド・太平洋の

広い範囲から得 られた18個体の標本を基に,ハゼ科コ

バンハゼ属の新種 Gθわブθあ
“
ρЮ放

"sを
記載 した.本種が

本邦水域に分布することはすでにその原記載でも指摘さ

れているが, タイプ標本中に日本産個体が含まれている

わけではなく,根拠は鈴木 (2004:178)が報告 した「コ

バンハゼ属の1種‐2」 の水中画像 (矢野維幾氏撮影)に
基づ くものであった.

今回,国立科学博物館所蔵の沖縄県石垣島産標本 1

個体(NSMT― P49476)を 検討 した結果,いずれの特徴にお

いてもGο bjοあ刀′Юttγsの原記載 とほぼ完全に一致 し,

同種とみなしうることが確認された.本種は,①生鮮

時,地色は茶色か淡茶色で,頭部側面から胸鰭基部に

かけて5本の細い淡青色垂線をもつ,②成魚の体が本属

魚類としては比較的細長く,腹鰭棘基部前端部におけ

る体高は体長の 27.1-35。 8%(今 回の観察標本では

27.8%),背 鰭基底前端部から胸鰭最上鰭条の基部背前

端部までの距離は頭長の41。 3-50。4%(同 ,41。 1%), と
いう特徴の組み合わせにより,同属他種と区別される

(WinterbOttom and Harolこ 2005).

生鮮時,頭部傾1面から胸鰭基部にかけて5本 (あ るい

はそれ以上)の細く明瞭な淡青色の垂線が入るコバンハ
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図 1.ア ワイロコバ ンハゼ Gθ bjοあη′Ю放
"s(NSMT―

P

49476,標 準体長 20。 3mm).

ゼ属魚類は,本種の他にも複数種が知 られる。Winter‐

bottom and Harold(2005)は , Gθbjθあκ′Юttzsに似た斑

紋パターンを示すものとして,フ タイロサンゴハゼGθゎ…

′θグθη 7zJ47夕θS′rir′
"S Valenciennes Jκ

 Cuvier and Valenci‐

ennes,1837と Gθ bJοあκrブッ
"α

ルs(Rippell,1830)を 挙げ

た.その他, 日本から報告されている学名 (種小名)未

定の3種 ,す なわちタスジコバンハゼや鈴木 (2004)の

「コバンハゼの1種 -5」 および「コバンハゼ属の 1種‥8」

も,や はり同様の特徴をもつ.[註 :G rJν
"ル

′zsと 上記

3学名未定種との関係は現在のところ不明確であり,学

名の決定にはさらに検討が必要だが,今回の報告とは趣

旨が異なるため, ここでその詳細は述べない。Munda7y et

al。 (1999)や Jurgen and Hilgers(2005)も 参照のこと].し

かしながらこれらの種はいずれもG′Юttzsに くらべて

体高が高く,体の輪郭は眼から背鰭にかけてよく盛り上

がっており (G.′Юttzsで もごくわずか盛 り上がるが ,

むしろ直線状),背鰭基底前端部から胸鰭最上鰭条の基

部背前端部までの距離がより長く,尾柄高に対して体高

や頭高が顕著に高い (G′Ю腸2sではそれほど高くなく,

体形は全体的にやや側扁した円筒形にちかい).ま た
,

多くの場合,頭部側面や胸鰭基部後方に5本の主線に加

えて幾本ものより細い淡青色の垂線が入り (G′κ′所zs

では一切入らない),ふつう成魚の体色がより暗色がか

ること等でもG′Юttzsと 異なる (Winterbottom and

Harolこ 2005;本研究).

Winterbottom and Harold(2005)も 才旨摘しているように,

フタイロサンゴハゼの稚魚はGθ bjθあ
“
′Юttπsに似た淡

く透明感の強い体色を示すものが多い.しかし,前種は

稚魚でもやはり後種に比べ体高が高く,尾柄高に対する

体高比や頭高比もより大きい傾向があることで区別でき

る (鈴 木 ,未 発表 ).な お WinterbOttom and Harold

(2005:ng.3)が 図示したG.′Ю放夕sのパラタイプは,体

高が高く,体の輪郭が眼から背鰭にかけてよく盛り上が

っており,頭部に入る淡青色垂線の入り方や太さが異な

る等の点から,実際にホロタイプと同一種であるのか疑

わしい.

Gθ bjοあκ′Юttαsにはこれまで和名が提唱されていな

かったため,今回観察した標本 (NSMT‐ P49476)に 基づ

き,成魚の独特な淡い体色にちなむ新標準和名「アワイ

ロコバンハゼ」を提唱する.

観察標本 NSMT―P49476,14固 体,標準体長20。 3m,
沖縄県八重山郡石垣島浦底湾,水深9m,1995年 12月

12日 ,篠原現人・渋川浩一採集.
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トビックス

第3回 シマドジョウ属とその近縁な属に関する国際学会

3rd lnternational Conference

Loaches ofthe genus Cθbitis and related genera

24-29 September 2006,Sibenilち (Croatia

シマ ドジョウ属魚類はユーラシア大陸およびその周辺

地域に自然分布 し,美 しく複雑な模様を有するコイロド

ジョウ科の一群である.地理的に染色体数や形態を複雑

に変化させ,異種間交雑由来の集団も確認されているな

ど興味深しY性質を持ち,種分化のモデル種 として注目さ

れている。しかし,い まだにどの地域にどのような種類

が分布 しているのか, といった基礎的な知見 も不足 して

おり,形態・模様が変異に富むことから分類が困難で未

記載種が多 く存在 していることも問題 となっている.そ

んな “シマ ドジョウ"に魅せられた研究者たちが一同に

介する “シマ ドジョウ属 とその近縁な属に関する国際学

会"が 2006年 9月 24日 から29日 の6日 間, クロアチア

の地方都市シベニクにおいて開催された.本国際学会は
,

第 1回 が1999年 にチェコのブルノで,ま た第2回 が2002
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年にポーランドのオルシュチンで開催されており,今回

が第3回 大会となる.今回の大会には, ヨーロッパ,ア
ジアを中心 とした 15ケ 国から50名 ほどの参加があ り,

日本からは斉藤憲治 (東北水産研究所),荒井克俊 (北

海道大学)の両氏 と筆者 (九州大学院生)の 3名 の参加

となった.魅力的なシマ ドジョウ属魚類が多数分布する

東アジア地域からの参加者は日本からの3名 の他にはな

く,やや寂 しい気がした.

今回学会が開催されたクロアチア,正式にはクロアチ

ア共和国というこの国は日本ではあまり馴染みのない国

である.サ ッカーファンの方は, ワール ドカップにおい

て2回 も同じ組に入って戦った国, ということで覚えて

おられるだろうか.ク ロアチア共和国は,旧ユーゴスラ

ビアから1991年 に独立 した比較的新 しい国家である.

旧ユーゴスラビアは1991年 から2006年 にかけて, クロ

アチアのほかにスロベニア,マケ ドニア,ボスニア・ヘ

ルッェゴビナ,セ ルビア,モ ンテネグロの6つ の国に分

離 し,その都度,紛争が起こっている.現在のクロアチ

アは経済的にも比較的豊かで安定 しており,空港や高速

道路などもきれいに整備されている.学会会場 となった

シベニクはクロアチアの首都ザグレブから3001mほ ど離

参加者に配られたオリジナルシマドジョウキャップとバッグ

れた,地 中海はアドリア海に面 した歴史ある小さな港町

である.イ タリア半島とバルカン半島に挟まれたアドリ

ア海といえば,古来よりの景勝地であり観光地である.

したがって,平和を取 り戻 したクロアチアのアドリア海

沿岸地域へは, ヨーロッパを中心に世界中から多 くの観

光客が足を運ぶ。現在, 日本からクロアチアには直行便

はなく, 日本から訪れるにはヨーロッパの他の国際空港

を経由せねばならない.筆者は,フ ランス経由でクロア

チアの首都ザグレブヘ向かうコースを選択 した.首都ザ

グレブから開催地シベニクまでは前述 したように3001m

もあるため, どう移動 したものかと直前まで思案 してい

たのだが,学会の幹事をしておられたLinda Zandla女史

及びDavid Zanelh氏 (彼 も淡水魚の研究者である)がザ

グレブからシベニクまで車で連れて行って下さつた.

学会会場のホテルは,やや古いものの開放感のあるリ

ゾー トホテルで,その眼前はア ドリア海の美 しいビーチ

である.9月 下旬でも昼の気温は20°C以上に達するため
,

多 くの人が日光浴あるいは海水浴を楽 しんでいた.前述

したように,学会の会期は9月 24日 ～29日 であるが,24
日は受付 と簡単なウエルカムレセプションのみである.

研究発表は25日 から29日 の午前中までで,27日 が 1日

中エクスカーションというスケジュールである.24日 は

ウエルカムレセプションのあと夕食まで時間があいてい

る.仕方ないので,ホテル屋外の椅子でアドリア海の風

を受けて呆けていたところ, 日の前をルーマニアのNal‐

bant博 士が通 り掛かった.ド ジョウ類 ◆コイ類好きなら

当然どこかで目にすることがある名前のその人が目の前

に ! 実は今回のシマ ドジョウ学会に来るにあたって
,

ぜひお会いしたいと考えていたのがNalbant博士であった

のである.こ こぞとばかりに,(た どたどしい英語では

あるが)話 しかけ,サ インも頂いた.大変気さくにゆつ

くりと色々とお話をして下さり,感激の一言である.

夕食後は初日から,ク ロアチア, ドイツ,チ ェコなど

の同世代の学生と夜遅 くまでワインやビールを飲みなが

ら淡水魚や研究について色々な話をすることができた.

結局,彼 らとは学会期間中毎晩,夜遅 くまで飲みながら

話をすることになったのだが,英会話の苦手な筆者が何

故,存分に異国の学生と飲み,語 り合うことができたの

だろうか ?後から考えるに,そ の理由は2つ あつたもの

と考えている.ま ず 1つ 目の理由として,“ シマ ドジョウ

学会"な どというタイトルからわかるように,非常にマ

ニアックな学生が多かったことが挙げられると思う (た

またま今回だけかもしれないが 0…・).魚好 きな学生が

多いことから,飲みながらの会話も必然的にどんな風に

魚採 りするのか, とかどんな魚がどんな所にいるのか
,

とかいうことが中心 となっていた.筆者は小さい頃から

無類の淡水魚好 きであったため,研究に関係ない分野で

あれども,有名な世界の淡水魚の学名と,日 本に産する

コイロ魚類の学名がそこそこ頭に入っていた.そのよう

な知識が会話を広げる上で大変役にたった。2つ 目の理白熱する議論
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由として,英語を母国語として話す人がほとんどいなか

ったことが挙げられる.ほぼ全員カリトネイテイブである

ため,かなりゆっくりとわかりやす くしゃべってくれる

のである.ヨ ーロッパ人同士でも母国が違う者同士では

しばしば聞き返したりしていたので,酔ってはいても丁

寧な英語で会話をするのが普通となっていた。以上2つ

の理由から,何 とか会話が出来たのであろうと分析して

いる.と りあえず, どこの国にも魚の好きな若い人がい

るのだなあということを知ることが出来,ま た年齢の近

い学生達と酒を飲みながら淡水魚の話をすることが出来

て,大変うれしく思ったのは言うまでもない.

2日 目の25日 は,午前 10時 に学会のオープニングセレ

モニーが行われた.その後……いきなリコーヒーブレイ

クとなり,H時半から待望のスタートとなった.学会は

毎日,9時からH時 まで発表,コ ーヒーブレイク後 H時

半から13時 まで発表,昼休み後,15時から18時 まで発

表, といったスケジュールで行われた.研究発表以外の

スケジュールはと言うと,25日夜はシベニク市街地観光

および近郊レストランでディナー,26日 夜は船でアドリ

ア海に浮かぶ島に向かい,そ このレストランでデイナー
,

27日 は1日 中エクスカーションでKIka国立公園を見学 ,

28日 はリゾート内にあるダルメシア地方の古い村を再現

したレストランでディナー,と いった感じで,最終日の

29日 まで息つく暇もないほど, イベントが盛りだくさん

な内容であった.日 本の学会に慣れた身だと,休憩時間

が多少……いやかなり長い印象である.し かしながら,

初ヨーロッパの自分にとつてはこのようなイベントがた

くさんあるのは大変楽しかった.

研究発表はだいたいのテーマに沿った形で順番に行わ

れた.今回の演題は,日頭発表が25題 ,ポスター発表

が28題 ,さ らにセミナーで数題の講演があった.発表内

容は一部重複するが染色体やDNAに関するものが20題
,

分布に関するものが 12題 ,生態・生活史に関するもの

が10題 ,分類・形態に関するものが8題 ,その他寄生虫

や保全に関するものがあり, ドジョウ類に関して考えら

れる研究分野全般に渡る演題が揃っていたと言えよう.

“シマ ドジョウ属とその近縁な種"と いうタイトルの学

会であるが, シマドジョウ属周辺の種ばかりではなく,

いわゆる “ドジョウ類"を取り扱っていれば良いという

印象であった.口頭発表は持ち時間が30分ほどであっ

たため,質疑応答も含めてじっくりと議論できる方式と

なっていた.ま た,ポスター発表も発表する時間には
,

チェアーパーソンが一人つき,演者を一人一人回つてい

くという方式であったため,実質的にポスターを前にし

た口頭発表という感じであった.ち なみに,筆者は九州

北部のシマドジョウ属魚類の分布パターンについてポス

ター発表を行ってきたが,一部某先生のお助けを借 りた

ものの,無難に質疑応答を終えることができた.

全般的な発表の内容は,染色体数の変異がどのように

行われるのかといった点,あるいは形態的・遺伝的に異

デイナーパーテイーで披露されたシマドジョウ型ケーキ (大 き
い !!)

Krka川でエレクトリックフイッシングにより採集されたRiver

blcnnyこ と説ダα″Jαノιιν′α′jJJs

なる集団が実際にどのような分布パターンを示 している

のかといった点,に注目した研究発表を多 く目にするこ

とができた.DNA解析技術の向上により,系統地理学

的な視点の研究,あ るいは系統分類学的な視点の研究

も進んでいる印象であった.ま た,分布新知見,生活史

や新種記載といった基礎的分野の研究も数多 く発表され

ており,こ の分野の研究にもまだまだ多 くの研究者が取

り組んでいることがわかった.印象深かったのは, レッ

ドリス トに関する発表も数題あったことである.ク ロア

チアを含め復興,発展の進む東 ヨーロッパの国々では
,

開発による環境破壊から淡水魚類の減少が各地で起こっ

てお り,その影響は無視できないものとなりつつある.

淡水魚類保全の問題が国際的にも重要なテーマであるこ

とを再認識 した。28日 午後のセ ミナーでは,Mecha…

niSl田LS and roles of asexual reproduction and polyploidy in

loachesと 題 して, 日本の荒井氏,斉藤氏 も含む数名に

より講演が行われ,活発な議論,意見交換がなされ筆者

も大変勉強になった.



9δ 会員通信 。News&Comme∩ ts

今回の学会ではエクスカーションとしてnka国立公園

のツアーがセッテイングされていたので,筆者も喜んで

参加 した.ア ドリア海に流入するKIka川 という大きな川

を中心 としたこの国立公園には,今なお多 くの野生生物

が生息 し,雄大な風景を残 している.ツ アーは,船で川

を遡 り,と ころどころにある観光ポイント (島 や滝など)

に立ち寄るというものであった.ま た,主催者であるザ

グレブ大学の先生方の計らいにより,エ レクトリックフ

イッシャーによる魚類採集の実演 も途中で披露された.

これは高電圧刺激により魚を感電させて採集する装置で

あるが,ヨ ーロッパでは魚類採集調査には欠かせない必

須のアイテムとなっているようである.途中のハイキン

グポイントでは,国立公園内に生息する動物を紹介する

看板がところどころにたつていて (見 つけたのは哺乳類 ,

爬虫類,両生類,魚類のもの)どのような動物が公園内

に生息 しているのかを理解 しやすい.魚類の看板には
,

Adriatic salmon(助 ′
“
ο′″

“
夕S οb′

"sブ

Юs′rお ″たθκsお ),Mar―

ble salmon(1%′
“
θ
“
αr“θ″′夕s),BrOwn trout(助 ′

“
θ″傷′′α),

Dalinatian barbel gudgeon(∠ 夕′θ〃gθ 乃
"cgcJJブ

),Threc―spined

stickleback(Gα sた′OS′θ
"s 

αθ
"ル

α′
"s),Adriatic dacc(Zθ

αεお―

θ
"SSソ

α′ルθ),European eel(∠ κgタガ′α ακg"J〃α),River blenny

(助′αrJ勾物νJα′J′お)の写真が名称 (英名・クロアチア名・

学名)と ともに掲載されていた.ま た感銘を受けたのは

哺乳類の説明看板で,オ オカミ,ヤマネコ,ジャッカル
,

カワウソ……と一通 りの強力な捕食者が勢ぞろいしてお

り, これらの哺乳類を直接見ることは出来なかったが ,

豊かな自然環境が維持されていることが伺われた.

さて,学会終了後,筆者はクロアチアの首都ザグレブ

で一泊 した.こ れは帰 りの飛行機の問題 もあるのだが ,

せっか くなので首都を観光 したいと思ったからである.

行 きと同様,Zanella夫 妻がシベニクからザグレブまで送

つて下さるということだったのでご厚意に甘えさせてい

ただいた.翌朝に一人で市場を探索 したところ,魚売 り

場では多 くの海産魚に混ざって,淡水魚もかなり販売さ

れていた.淡水魚の中で多 く目についたのは,ニ ジマス

やコイ (ド イツゴイ)な どであったが,中 には巨大なナ

マズの一種 Sブルr夕sgル
“
Jsやパイクの一種島銭 ルεJグsも 並

べて売られており,淡水魚好きな筆者にとつては大変な

満足を得ることができた.内陸部にあるザグレブでは淡

水魚食も日常であるようだ.

以上で,今回の報告は終了である.今回はじめて海外

の国際学会に参加 して,数々の貴重な経験,勉強がで

きた.日 本人がほとんどいないような学会に行 く機会は

今までなかったが,得難い経験を多 く積むことができた.

同年代の異国の学生と研究や魚の話をする経験は他に代

え難いものがあった.ま た,自 分 と同じようにシマ ドジ

ョウあるいは淡水魚類を好 きで, 日夜研究 している人た

ちが海外にもこれほどいるのだ, ということを実感 して

勇気付けられた思いもする。日本のシマ ドジョウ研究は

まだまだやるべき部分が多 く残っている。分類学的な部

分も含めて, もっと速度を上げて研究を進めていくこと

がこの先とても大切であるだろう.次回の大会にも参加

できるように,今後もどんどんシマドジョウの研究を進

めていきたい.最後になるが,本報告を書くことを勧め

て下さり,現地で多くの励ましの言葉を頂いた,斉藤憲

治氏と荒井克俊氏にこの場を借 りて厚 くお礼申し上げ

る.

(中 島 淳 Jun Nakttima:〒 811-3304福 岡県福津

市津屋崎2506 九州大学大学院生物資源環境科学府附

属水産実験所 c―mail:cyprin@singsjp)

魚類学雑誌
54(1):96-98

Shark man矢 野和成博士を偲ぶ

水産総合研究センター西海区水産研究所石垣支所に

勤務されていた矢野和成博士が2006年 4月 4日 に逝去さ

れました.矢野さんは2004年 5月 ごろに右腕に痺れを伴

う不調を感 じ,6月 に精密検査を受け脳腫瘍があること

を告知されました.その後,放射線治療,2005年 3月 に

は腫瘍摘出と治療を続け,辛いリハビリにも耐えて2006

年 2月 には快方に向かっていると聞いていましたが,3月

に体のほうにも癌が見つかり,享年49歳で亡 くなられま

した.

矢野さんは1956年 4月 16日 に東京で生まれ,中学 0

高校時代は神奈川県湘南海岸で育ち,サーフィンに励ん

でいました.その当時はまだ,サーフィンをする人も少

なく, 日本では草分け的な存在であったと思われます .

1976年 に東海大学海洋学部水産学科に入学 し,卒業研

究では上野輝爾・谷内 透・望月賢二博士各位にお世

話になり,魚類学研究の面白さを体験 したと聞いていま

す.そ の当時は上野輝爾博士が東海大学海洋学部で魚

類学の非常勤講師をされており,多 くの学生が上野博士

を慕い魚類学の道に進んでいきました.その後,東海大

学大学院海洋学研究科に進学 し,故 市原忠義教授の

指導の下で1982年 に「駿河湾産ユメザメ属に関する研

究―その分布と生態について―」 という修士論文を作成

し,引続 き田村 保教授の指導により1986年 に「 日本

産ツノザメロ魚類の形態,系統,分類,生態に関する

研究」 という博士論文を作成 し,東海大学から水産学

博士の学位を授与されました.彼がサメの研究をしよう

とした動機については彼の著書「サメ 軟骨魚類の不思

議な生態」 (東海大学出版会,1998年 )に述べられてい

るように,海で遭遇 したサメヘの驚嘆と畏怖の念であっ

たと思われます.彼が大学院に入学 した当初,なぜ海洋

学部に入学 しようと考えたのか聞いたことがありました.
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1997年 H月 ニユーカレドニアでの第5回 インドー太平洋魚類会議時の矢野和成氏 (右)と 筆者

彼はサーフインに興 じていたときに,ふ と将来どうしよ

うかと思ったときがあり,自 分の行っていることと関連

付けて,海に関連することを勉強 してみようと考えたそ

うです.大学院在学中は持ち前の行動力で駿河湾に面

した漁港を訪れ,深海ザメを漁獲 している漁業者と仲良

くなり,試魚を山のように自前のワンボックスカーに積

み込み,研究室に持ち帰 り,学生たちと夜中まで観察・

計測 していました.ま さに水を得た魚のようにサメの採

集・調査, また市原教授の計画したバイオテレメ トリー

調査にと惜 し気なく,行動 していました.1981年 12月

に市原教授が脳溢血で享年 52歳で逝去されたときには

学生代表で弔辞を読み,研究室で夜を明かして学生とも

ども追悼会をしました.こ の当時は研究室で飲む機会も

多 く,飲み始めると「ネ申の水」と称 して様々なアルコール

飲料をどんぶ りに入れて回し飲みしておりました.修士

課程修了時にはサーフインをするためにカリフォルニア

にいる友人を訪ね,そのときにモスランディング海洋研

究所のGreg M.Cailliet博士にもあったそうです .

1982年 3月 に東京大学海洋研究所で開催されたシンポ

ジウムでの「日本産サメ類の種類 (2), ツノザメロにつ

いて」が始めての国内学会,そ して1983年 9月 に東海大

学が主催 した第2回 北太平洋養殖シンポジウムでの「Bi‐

ological studies on Squaloid sharks frolm Suruga Bay,Japan」

が始めての国際的な研究会での発表であったと思われま

す。日本魚類学会年会では1983年 3月 に「駿河湾から

漁獲されたビロードザメ属Sヮ
“
κθあれの 1未記載種とビ

ロードザメS sσ夕α
“
π′θszsの 再検討」を発表しました.

その後は様々な国内外の学会に積極的に参加し,研究

成果を発表していました.2004年 9月 に沖縄で行われた

日本魚類学会年会での「先島諸島周辺海域におけるイ

タチザメの生物学的知見」,そ の直後に沖縄美ら海水族

館が主催した国際シンポジウム「板鯉類研究の発展,現
状と将来問題」で発表された「オニイトマキエイの生物

学的知見」が最後の学会発表となりました.一方,彼
と始めて論文を作成したのが 1981年 夏に東海大学紀要

に投稿した「駿河湾で漁獲されたオンデンザメ肋
“
κJθ_

SttS′αε′εγSについて」でした.その当時はコンピュータ

もなく手書きの原稿や図を徹夜して作成し,朝 を迎えた

ことが隈かしく思われます.つい最近の文献検索でいみ

じくもJOurnd ofFish Biology,70(2)に 矢野さんが第 1著

者で,サ メ研究では著名なオース トラリアのStevens博

士,南アフリカのCOmpagno博士との共著で,オ ンデン

ザメ属についての論文が発表されているのが分かり,オ
ンデンザメには縁があったのであろうかと感慨深く思う
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ところです.彼 は数多 くの論文を作成 しましたが,魚類

学会の学会誌にはこれまでに14報の論文があり, ミツク

リザメの生物学的知見についての遺稿 もあると聞いてい

ます.多分,イ タチザメ,オ ニイトマキエイについても

論文を用意 していたものと思われます.こ のように彼の

調査研究・成果公表に対する情熱と責任感については彼

を知る誰 しもが認めるところです。

大学院修了後は,一時,米国AT&Tの海底ケーブルヘ

のサメ被害調査に参加 し,彼が研究 してきた深海ザメの

知識を遺憾なく発揮 し,米国の研究者にも認められ,国

際舞台での研究の一歩を踏み出しました.その後,海洋

水産資源開発センター,水産庁西海区水産研究所下関

支所,そ して石垣支所にて調査 0研究に励んできまし

た.その間, 日本魚類学会, 日本水産学会, 日本板魚思

類研究会,American Elasmobranch Societyな どの会員 ,

国際自然保護連合 (IUCN)種生存委員会のサメ専門家な

どとして国内外で活躍 してきました.海外での活躍につ

い て は Ichthyological Rescarch Vol.54(1)に 上 記 した

AT&Tの 調査で一緒になったMusick博 士が詳細に述べ

ています.ま た,一時,長崎大学大学院の非常勤教官

として学生の指導にも当たっておりました。これから自

分が行ってきた研究の更なる進展と集大成,そ して後進

の育成を考えていたことと思われ,若すぎる逝去であり

ました.彼の逝去は日本の,そ して世界の板鯉類研究 ,

海洋生物研究の大きな痛手であると思います .

彼の業績は大学院で研究 してきたツノザメロの深海ザ

メ以外にも様々なサメ・エイ類の分類,分布,繁殖,行

動,さ らに板魚思類以外の硬骨魚類,ウ ミガメ類,シ ヤチ

などの生態について幅広い分野にわたっています.特 に,

深海性ツノザメ類の分類,生態については世界の第一人

者であ り,FAO主催の「DEEP SEA 2003」 の事前会議

としてIUCNの サメ専門家グループにより開催 された

「Conservation and Management of Deepsea Chondrichthyan

Fishes」 買↑は「Aspects ofbiology of deep… sca sharks」 とい

う基調講演を行いました.深海生物は採集が難 しいこと

からいまだに分類学的な知見すら充実 しておらず,ま だ

まだ未記載種が発見されることがあります.彼 は1984年

にイチハラビロー ドザメZttθ
"sた

力Jttα隠ブ,1985年 にオロ

シザメ0ッκθ′傷sノ″θ″Jε

"S,1988年
にフトシミフジクジラ

E″

“
υたrγs ψJθκ訪励sの 3種 を日本周辺から新種 として

発表 しています.1980年 代に東京大学海洋研究所で開

催された板魚思類のシンポジウムの折に,故 阿部宗明博

士がヨーロッパで開催された深海魚の会議で矢野さんら

の深海ザメの研究を紹介できて頼 もしかったと話 してお

られました.こ のように彼は深海ザメ類という魅力的な

魚類の先駆的な研究を行いました.ま た,市原教授の影

響を受け,海洋動物の行動にも興味を抱 き,バイオテレ

メトリー技術を用いての板鯉類の行動解析にも力を入れ

ていました.サーファーであったことから海に入ること

は厭わず,ス キューバダイビングをして対象種に発信機

を装着するなど,研究室にとどまらずにフイール ドで積

極的に行動 していました.その先駆的・行動的な研究に

対 し,英国ケンブリッジの国際伝記センター (Intema_

tional Biographic Center)か ら2005年 世界先進科学者

(Lcading Scientist ofthe World)と して認められました.

彼はスポーツ愛好家で,研究室でのボーリング大会で

は常に1,2位 を争うパワーボウラーでスコアーが200ア

ップすることもたびたびでした.大学院時代から相撲を

中継 しているときにはそれを見に必ず帰 り,夜 にはまた

研究室に戻って研究を続けていたのが印象的でした.ま

た,石垣島では少年サッカーのレフリーを務め,毎年 8

月に清水で行われる全国少年少女草サッカー大会には石

垣島からチームを引き連れて来ていました.病魔に犯さ

れた2004年の夏にも清水まで遠征 してきて子供たちの面

倒を見ていました.彼の著書にも伺われるように家族思

いの生き方,そ して日々真剣勝負の生き方は彼 と接 した

多 くの人々に強い印象を与え,思い出として残っている

ことと思います.最近,彼の墓参 りをする機会があり,

墓標はサーフボー ドを模 られ,墓は海に向かって位置 し

ていました.こ こに矢野和成博士の御冥福を祈るととも

に,生前の業績をたたえ,謹 んで哀悼の意を表 します .

(田 中 彰 Sho Tanaka:〒 424-8610静 岡市清水区折

戸 3-20-1 東 海 大 学 海 洋 学 部  e…mail:sho@scc.u‐

tokai.acjp)


